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＜議事録＞ 
 
１．本研究会の趣旨 
（渡辺） では、始めさせていただきます。きょうは横浜国大の藤岡先生にお越しいただき
ました。我々は老朽化した商業施設が残っているまちをどうするのかというテーマで研究
しているわけですが、藤岡先生は先行研究という形でそれに非常に近いところで、横浜の 50
年代、60 年代の防火帯建築のテーマを研究されておられまして、以前から拝見していたの
ですが、ぜひ一度お話をうかがいたいと思っておりましたところ、今回こういう機会をいた
だき、心より感謝しております。ありがとうございます。 
 お話をいただきながら、適宜ディスカッションをしていくという感じで進めさせていた
だきますので、自由に、気楽な感じでお願いできればと思います。よろしくお願いいたしま
す。 
 
２．防火帯建築の定義 
（藤岡） 横浜国立大学の藤岡です。よろしくお願いいたします。きょうはお招きいただき
ましてありがとうございます。 
 商学部の先生方ばかりで、私は建築出身なのでどこまで関心がある話題を提供できるか
少し不安ですが、いろいろご指摘いただければと思います。 
 スライドが 100 枚以上ありますので、１時間ぐらいしゃべり続ける感じになりますが、
耳を傾けていただければと思います。 
 最初に自己紹介からさせていただきますと、私が横浜国立大学に赴任しましたのが 1999
年です。その前は京都大学の学部大学院で学んでおりました。ご存知ないかと思いますが、
三村浩史教授という、関西では都市計画系、特に実務出身で、千里ニュータウンなどを大阪
府の技士として関わられて大学に来られたような先生の研究室にいました。特に大学院で
は、京都にたくさん残っている町家の研究をしておりました。建築単体というよりは、どう
いうふうに町家街区のボリュームをコントロールしていくか、その用途をミックスさせて
いくかというような研究をしておりました。いまは建築計画という分野におりますが、学部
大学院では都市計画にかなり近い領域で研究をしておりました。 
 そのあと横浜国大に赴任してまいったのですが、まちを歩いているときに、きょうお話を
させていただく防火帯建築に目が留まりまして、古くて、かなり大型のビルもありまして、
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そこの１階で店舗を営んでいる方が、どうも２階に住んでいるようだというようなところ
がいくつかありまして、ある意味、立体町家みたいな感じだなと思いながら、これはいった
いどういう建築なんだろうかということに関心を持ちまして、それがいまに至ったという
感じです。 
 当時、いろいろ探してみましても、横浜で例えば防火建築帯や防火帯建築――この言葉の
違いはあとで解説させていただきますが、それらを研究の対象にしている研究者もあまり
いませんでしたので、では研究をしてみようかということで始めたのがきっかけになりま
す。その後、研究仲間や、最近では横浜市も関心を寄せてくれていまして、どういうふうに
横浜らしい建築ストックの１つとして生かしていけるのかということを一緒に取り組んで
いるところです。ですから、最初の関心を捨てずに続けてきてよかったなと思っております
し、きょうお声かけいただきましたのも、そのような形で目に留めていただいたからだと思
います。感謝申し上げます。 
 我々が防火帯建築と呼んでいるのはこのような建築で、だいたい３層から４層になって
います。防火建築帯についてはご存知なので細かい説明は飛ばしますが、かなり数が多いで
す。そして沼津のような長いものというよりは、長くてもせいぜい 80 メートルぐらいで、
それよりも数が多いのは普通の外見をした 20～30メートルぐらいのビル、もっと短いもの
であれば２間半とか３間ぐらいの小さなビルもたくさんあります。とにかく数が多いとい
うのが特徴です。 
 
３．耐火建築促進法の概要 
 防火建築帯が全国的に建設されるようになった背景を簡単におさらいさせていただきま
すと、戦前から都市の不燃化に対する運動がいろいろな建築運動として起きていまして、技
術は高まっていたので、あとは政治の問題であるということがいわれていました。それが結
果的に耐火建築促進法に結実して、活動としては成果に結び付きました。もともと、促進法
の先に国からの補助金が全国に交付されるという流れを念頭に置いた運動でした。ですか
ら、この耐火建築促進法は建設補助に道を開いた法律ということになります。個人の建築物
に国庫から直接補助を差し込むということは初めての法律でした。 
 とにかく都市を不燃化させるという名目で、結果的に造成されたものとしては地上階数
が３以上、だいたい４階が多いのですが、そして奥行き 11 メートル、高さ 11 メートル以
上――、たまたま 11メートルという同じ数字が高さと奥行きで並んでいますが、奥行きの
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ほうは、いまの建築基準法の前身である市街地建築物法という法律がありまして、このとき
は「防火地区」と呼ばれていましたが、それが奥行き６間という指定でした。その６間をメ
ートル換算するとだいたい 11 メートルということで、この 11 メートルという数字が奥行
きとして出てきました。ですから、どこの都市に行っても目いっぱい建てると 11メートル
ぐらいです。もちろんそれ以上建ててもいいのですが、補助金が出るのが 11メートルまで
という、そういう法律でした。 
 促進法では９年、横浜の場合は 10年目を横浜独自で予算措置をしてフォローアップしま
したので、横浜では 10 年ぐらい促進法の中で建設が進みました。全国では 80 都市以上が
指定されて造成が進みました。 
 地方都市の場合にはだいたい目抜き通りといったところが多いのですが、東京や横浜は
もっと面的な造成が進んでいったという特徴があります。 
 なぜ直接補助の道を開いたかということですが、公共の福祉を増進するという目的も当
然ありますし、その上で建築主だけに負担を強いるのはまだ時代的に負担が大きすぎたと
いうところがあります。それから民間の金融で融資を組むということも、まだまだ成熟して
いませんでしたので、国が関与する必要があったという、この大きな３つの理由で道が開か
れたということです。 
 ただ、全額補助ではなく、同じ大きさのものを普通に木造で建てた場合にかかる費用は当
然自己負担してもらい、不燃建築にしたときとの差額を国や地方自治体が分担して出しま
しょうという法律でした。 
 法律ができるときに横浜にも説明に来られたようで、当時の建設省の課長の記事が神奈
川新聞に出ていました。 
 これについてはまだ調べ切れていないのですが、国庫補助の予算額の推移です。最初の２
年間ぐらいは２億円ぐらいついていまして、そこから先は１億円前後ですが、昭和 30年に
ガクンと落ちています。それは、ここで１度廃止の議論が起きたことが原因です。砂漠に水
を吸わせるようなものだからやめようということで、廃止の議論が年度の途中ぐらいまで
進んでいたのですが、やめるのはちょっとマズイということで戻りました。ですから、この
年は全国的にそうとう混乱した年だったと思いますし、予算としてもかなり減額して付い
たということです。その余波を昭和 31年も引き継いでいますが、成立予算は 1億 5,000万
ということでしたから、昭和 30年だけが急にガクンと落ちたというところです。 
 ９年間、このような形で予算が付いて、この耐火建築促進法のあとに防災建築街区造成法
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という法律ができますが、それに吸収されていくという流れになります。 
 
４．防火建築に関わる補助制度と融資制度 
 きょうの話の大半は横浜の話ですが、隣の東京ではどうだったのだろうかということが
気になっていまして、いろいろ資料をあたってみているのですが、結論からいうと、東京は、
全国的に造成の進んだ、つまり国庫の補助と住宅金融公庫の融資ということで、ほかの都市
と同じような枠組で造成を進めました。横浜はいろいろな融資を独自に設けたりしていき
ますので、東京と横浜は違うのかなと思います。 
 国庫の補助は不燃に対する補助ですが、それだけでは促進されていきませんので住宅金
融公庫の融資も加えました。これは融資なのでローンで返済していかなければいけません
が、ある程度まとまったお金を最初に用意できました。住宅金融公庫ですから住宅を併存し
なければいけません。最初４戸以上であること、床面積の坪数制限などいろいろ制限が多く、
あまり使い勝手はよくなかったようで、結局、相談者は多かったのですが、貸付対象の適格
者が少なく、これは東京も横浜も同じですが、その後、融資の制度も頻繁に改良されていく
ことになります。 
 例えば昭和 29年では、住宅ではなく非住宅部分にも融資をしようとか、住宅はだいたい
上に載っていますが、その住宅を支えている脚も住宅を供給するためには重要なので脚に
も融資をしようとか、昭和 30年には４戸以上という個数の枠をはずして、住宅以外の店舗
や事務所にも融資をしようとか、これは昭和 32年に公庫法が改正されて、ひとつの制度と
してまとめられました。ですから昭和 32年ぐらいから少し融資としては使いやすくなりま
した。昭和 32年の貸付制度はだいたい床面積の半分以上が住宅であればいいということが
１つで、住宅と非住宅の全体に対して貸し付けて、ただし 10年以内に返してくださいとい
うような、かなり使いやすさ優先で改正されていきました。 
 これが東京を含め全国的に取り組んだ造成を後押しした国および政府のメニューです。
横浜では促進法が成立した同じ年に、横浜市建築助成公社という組織をつくります。これは、
横浜が戦災を受けたあとずっと米軍に接収されていたという特殊事情もあり、大蔵省から
特別に貸付を受け、それを建築主との間でとりもつような組織を別途つくったというのが、
この助成公社です。 
 促進法は昭和 27 年で、昭和 27 年というのは戦後から７年過ぎていますので戦災復興は
だいたい片付いていました。したがって、促進法が適用された目的は商店街の近代化、ある
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いは目抜き通りの土地の高度利用という文脈が多かったのですが、横浜は戦災復興が全国
でいちばんおくれていた都市だったと思いますが、それを加速させなければならないとい
う特殊事情があり、大蔵省から６億円だったと思いますが、貸付を受け、それを建築主にま
た貸しするようなかたちで、住宅金融公庫とは別立てで融資の組織を立てたということで
す。 
 このときの融資条件ですが、ここに書いてあるように、戦前の同じような不燃建築の促進
および共同建築の推進のために戦前に似たような組織がありました。それが復興建築助成
株式会社です。これは関東大震災のあとの復興を促進するために東京と横浜、それから民間
の企業がお金を出し合ってつくった会社です。ここがローンを組んで共同建築および不燃
建築の促進を図っていって、この復興建築助成株式会社が共同建築の場合には融資を 1.5倍、
つまり５割増しにするという特例を設けてやっていて、それはけっこう効果が上がってい
ましたので、これを戦後の横浜市建築助成公社でも応用しました。 
 右側を見ていただくと、これは東京都の公文書館から見つけたものですが、路線の長さに
応じて融資の割合を２割増し、３割増し、４割増しにするとかというボーナスという特例を
設けました。ですから一から考えたわけではなく、戦前の、特に震災復興の経験も生かしな
がら戦後の復興の促進を図っていきました。 
 ちなみに、この復興建築助成株式会社は東京で 800棟ぐらい、横浜で 75棟ぐらい建てて
いて、そのうちの何棟かは残っています。この写真の左側にあるイセビルといいまして、イ
セザキモールの入口にいまでも建っている建築です。お配りしているマップの点線でマル
になっているのが２箇所ありますが、そのうちの入口に建っているのがイセビルで、いまで
も建っています。５階建てだと思います。これもリノベーションして、改良していこうとい
う動きが最近起き始めている建物です。 
 このビルは市会議員だった上保慶三郎が第 1 号として建てたということで、当時、不燃
建築を自前で建てること自体珍しかったので、そうとう異端児だと言われていたみたいで
すが、いまからすれば時代の先鞭を付けていた人の１人ではないかと思います。 
 
５．関東大震災直後の横浜市の状況 
 関東大震災の話になりましたが、そのときの横浜がどういう状況だったかですが、東京も
そうですが、地震とその後の火災で都市が丸ごと焼けたということでは同じです。いま見て
いただいている地図の黄色が発火点で、赤い太線は火災旋風といいまして、大火事のときに
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は火が龍のようになるらしいのですが、それが走り抜けた場所です。その記録が残っている
こと自体が驚きですが、それを示したものになります。この図のこのあたりが横浜駅で、こ
のへんが桜木町駅になります。昔は横浜駅はこっちだったので、中心部は港のあたりでした。
ここが中華街で、中華街だけ焼けていないように見えますが、よく見ると「測定不能」と書
いてありまして、調査不能なぐらい焼けたということのようです。 
 横浜市の市域は、当時はこの地図に収まるぐらいでした。横浜港、ここに横浜公園があっ
て、ここに山下公園があります。この港から横浜が開かれて都市ができていきました。それ
が少し拡張したぐらいの発展期に襲ったのがこの大震災です。横浜よりも東京のほうがケ
タが違うぐらい被害が大きいのですが、被害の世帯率で見ますと、横浜市がほぼ壊滅状態で
あったというのが統計で出ています。全壊もしくは半壊、住むには無理そうな建物、もう使
えないだろうと思われる建物が 95.5％ですから、ほぼ都市が壊滅してしまったというのが
この関東大震災のときの横浜でした。 
 残った建物は不燃建築で、いまの歴史博物館、昔の銀行建築ですが、昔は自分の家ではな
く、こういった銀行、役所といったところが不燃建築で、それぐらいしか残っていなかった
ので、あらためてこういった不燃建築が人の命を守るということが認知され、その後の不燃
化運動の後押しをしていったのだろうと思います。 
 ちなみに当時、関東大震災の後の横浜の復興を引っ張っていった中心人物の１人に原富
太郎という商人がいます。原富太郎は原三渓といったほうが有名かもしれませんが、横浜に
ある原富太郎の自邸に古建築を集めてちょっとしたミュージアムにして、そこを一般の市
民に公園のように開放している場所がありますが、それを三渓園といいます。そのオーナー
としての顔のほうが有名かもしれません。あるいは富岡製糸場がありますが、それは最初に
政府が建てましたが、そのあとに民間に払い下げて原富岡製糸場という時期が長くありま
したが、そのオーナーです。 
 全国的に絹の貿易港として横浜が栄えておりましたので、絹の生産工場を横浜に集めて、
そこからアメリカ等に出荷して富を築いていったのが横浜商人のルーツです。その中の中
心人物が原富太郎です。この人も犠牲心の強い方で、関東大震災のあとの復興で、零細な商
人たちを救うために私財を投げ打ったりと、かなり走り回って活躍した人ということで知
られています。ですから、横浜市民はこの人が大好きです。古い方ほどそうです。 
 関東大震災が起きた１カ月後の新聞を見ますと、落ち込んでばかりもいられないので、
「白紙に戻って名画を描こう」という名演説が残っています。 
7 
 
 左側の２つがお話ししたもので、全国共通のメニューとしては建設補助と住宅金融公庫
による融資です。それに横浜だけの独自の融資として、別途助成公社による融資がありまし
た。共同建築であればあるほど融資の金額は上載せされていました。これが昭和 27年に促
進法が動き出して４カ月後ぐらいで、あまり間を置かずに動き出したということが横浜の
その後の復興を後押ししたのは事実だろうと思います。 
  
６．横浜市内の防火建築帯の特徴 
いろいろな都市で防火建築帯が造成されていきますが、やはりこういった商店街の近代
化によって造成されているものが多く、当時は建築家もこういう商店街に入り込んでいま
した。ここを設計したのは池辺陽という有名な建築家ですが、そういう建築家の作品をつく
る場所としても商店街は非常に魅力的に見えていた時代です。 
 ただ、横浜の場合、のちほど出てきますが、左側の図が防火建築帯に指定していた区域で、
実際には小さい建築がパラパラと建っていきます。そういうふうに建った背景があるので
すが、どうしても沼津のようなアーケードとか、帯にはなかなかできませんでした。当時の
新聞からも防火帯というよりも、建築というほうが一般的に使われるようになっていたよ
うです。それはなかなか帯がつくれず、建築が主役にならざるを得なかった横浜の事情をよ
く表現しているのではないかと思います。 
 戦災ですが、横浜は終戦の２カ月少し前に大空襲を受けまして、また壊滅しました。関東
大震災でも壊滅したのですが、再び焼け野原になりました。軍需工場等が立地していたこと
から狙われたということと、木造家屋もたくさん残っていて、米軍の立場からすると、どの
ように焼夷弾を落とすとどのように燃え広がるかというのを試すには絶好の場所だったら
しく、それで狙い撃ちされたということです。そして、再び焦土と化しました。これが戦後、
最初に米軍が厚木基地に向かう途中の航空機の上から撮った写真です。やはり不燃建築し
か残らず、焼け野原になっていきました。 
 これが横浜の港です。ここのあたりが桜木町駅で、いま、ここに関内駅があります。いま
は地下に高速道路が通っていますが、昔はここが川筋でした。 
 いちばんの目抜き通りがこれです。ここがイセザキモールで、このまま行くと馬車道通り
という 1 本でつながっていて、この道が昔のもっとも栄えていた繁華街です。ここに客船
などが来ると、外国人のお客様も降りてショッピングを楽しんで帰っていきました。もとも
とここに関所みたいなものがあって、ほかにも何カ所かありましたが、ここが出島のように
8 
 
外国人の居留地にされていました。もっと正確に言うと、居留地はもっとこっちの中華街の
ほうですが、こっちは外国人相手に商売をする商人が集められ、急速にまちがつくられた場
所です。 
 ここで働く人たちが周りに住み着いてきましたので、だんだんと商店街が延びていきま
した。こっちにも延びました。いちばん最初に延びていった老舗の商店街が伊勢佐木町商店
街、イセザキモールということです。 
 ここに桜木町駅がありますので、ここの軸線も昔から賑わっていた通りで、弁天通りとい
います。このクロスが横浜のいちばん歴史的な通りとなります。この「弁三アパート」と書
いてあるところの目の前の通りが弁天通りです。この軸線と馬車道から伊勢佐木通という
軸線が、昔の中心的なストリートということになります。ただ、空襲の直後にはそういうも
のは吹っ飛んでしまいました。 
 横浜が苦しんだのは、すぐに復興できればよかったのですが、その後すぐに米軍が占領し
たということです。理由としては東京に近いからで、政府をコントロールするのに都合がよ
かったからです。最初はここのホテルニューグランドにマッカーサーが１カ月ぐらい滞在
し、そこに指令本部を置いて、その後に東京に動いていきますが、東京から遠すぎず近すぎ
ずというのが占領するのにはすごく都合がよかったということです。思い返すとペリーが
来航して、開港場に当てたのもやはり遠からず近からずという立地が大きかったのだと思
います。幕府としては、できれば外国の影響力は避けたかったけれども、うまみは取りたか
ったということで、そういう意味で横浜のポジションは都合がよかったわけで、戦後も同じ
ように近からず遠からずという場所が接収を受ける理由になってしまったということです。 
 円グラフを見ますと、全国の接収地域の３分の２が横浜です。ただ、当時、沖縄ごとアメ
リカになりましたのでこのグラフの中には沖縄は入っていません。それを除くと全国で占
領されているところの３分の２を占めていました。中心部ですから、絶望的な感じでした。 
 その後、全国的には戦災復興に取り組んでいきますが、土地区画整理で公園をつくったり、
道路を拡幅して目抜き通りをつくって賑わいの中心を空間的に整備していくようなことが
あちこちで行われました。横浜もやっていますが、中心部は手をつけられませんでしたから、
その周辺をやるぐらいしかできませんでした。この点線で囲っているところが関内など昔
の居留地です。ここ（関外の一部）は戦災復興の事業としてあとから加わるのですが、しば
らくの間は手がつけられませんでした。 
 当時の風景はこんな感じです。米軍のキャンプがつくられて、ジープなどが走り回ります
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から、当時の道や区画はわからないぐらいにぐちゃぐちゃにされていきますし、中にはこの
へんには飛行場がつくられていまして、やられたい放題という感じでした。 
 日米講和条約が結ばれるのが昭和 26年ですが、どうも接収が解除されそうだということ
が昭和 26 年の暮れから昭和 27 年の年明けにかけて横浜にも明るいニュースとして広がっ
ていきます。実際に順次解除が進んでいきます。ここに木杭がたくさん並んでいるのがわか
りますでしょうか。なぜ杭を立てているかというと、原型がわからなくなっていたので、戦
前の土地の区画がどうだったかということを杭で再現するというところからスタートしま
した。それはすなわち、関東大震災後に区画整理を一度やっていますので、そこにもう一度
戻らなければなりませんでした。ですから、戦後ではなく、戦前に時間を巻き戻さなければ
ならなかったというのが苦労のスタートということです。 
 
７．接収解除前の横浜市の構想 
 とにかく、横浜の港は東京にとっても重要な貿易港でしたから何とかしなければならな
いということで、当時、建設省にいたこの内藤亮一という人が横浜市の建築局長にスライド
し、中央との強力なパイプを使って復興をグイグイ促進していくという流れになりました。
この人はいまの建築基準法の下書きを作った人でもありますので、建築の法精度に精通し
ているというよりも、それを作った人ということで、横浜市としては非常に心強い人を局長
に迎えたのが昭和 27年の 10月４日でした。 
 昭和 26 年の暮れから 27 年の年明けにかけて接収の解除が進むのではないかという明る
いニュースが広まったというのが新聞記事からも読み取れるのですが、例えば 1月 12日の
記事を見ますと、イセゼキモールについて、いま更地になっているので立ち上げるときには
共同化して、沼津のようなものをつくろうと、8,400坪の不燃ビル構想ということで、まだ
その時点では解除されていなかったのですが、解除されたらそうしようという話が出てい
ました。沼津は 5,000坪ぐらいでしたから、その 1.5倍ぐらいですから、そうとう大規模な
構想が伊勢佐木の商人たちの間では語られていたということがわかります。 
 ただ、解除したあと、現状復帰の費用は誰が負担するのかですが、一瞬、それは米軍がや
ってくれるのではないかという期待があったようですが、結局それはなく、日本任せになっ
たので、先ほど言いましたが、杭からやり直さなければならないという事態になりました。 
 この直後、ですから年度としては昭和 26年度ですが、そのいちばん最後に開かれた都市
計画の審議会の資料を神奈川県の公文書書館で探したみたところ、これまでできなかった
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街路や公園、学校等をできるだけ整備していこうという方針が共有されています。 
 それから、不燃建築を建てなければならないエリアが赤で示されていますが、これが震災
が起きたあとにつくられた、当時は「防火地域」と呼んでいましたが、その図面になります。
これが昭和 26年度末の都市計画審議会で、目的は同じですが建築基準法になって呼び方が
変わりまして、不燃建築をつくる「防火地区」というエリアを赤で示しました。基本的にイ
コールです。法律が変わったので、それを読み換えようというのがこのときの審議会の話題
でした。 
 ここから、関東大震災のあとの計画から再出発したということがわかります。ちなみに、
これがイセザキモールで、これが馬車道、これが弁天通りです。このへんは銀行建築や県庁
が建ち並んでいるエリアです。だいたいこの軸線です。あと、ここは長者町通といいますが、
路面電車が走っていまして、その近辺の不燃化が関東大震災のあとには既に法律上指定さ
れていたということがわかります。 
 途中お見せしましたが、このあたりだけ戦災復興事業の追加指定エリアになっていた場
所がありましたが、それがこれです。ここが関内で、このあたりが中華街です。その外側の、
ちょっとはずれの寿町というドヤ街になっているところがありますが、そのへんだけは関
東大震災のときに復興事業を行わなかったので、戦災復興事業に組み込むことができて、こ
こは土地区画整理を戦後にやっています。というのも、関東大震災のあとに復興事業をやっ
ているところは、既に１度整備しているだろうということで戦災復興事業の対象外でした
が、もちろん接収が解除されたあとですが、せめてこのへんだけはということで、戦災復興
事業にここだけ組み込んでいます。 
 横浜はもともと公園がなく、昔、大火事が起きてできた大きな公園が横浜公園で、山下公
園は関東大震災のあとに瓦礫で埋め立ててつくった公園です。その２つしかありませんで
した。戦後、子どもたちが遊ぶ場所ということで公園がつくられました。ですから小さいの
ですが、このときには３箇所で、結果的に６箇所整備されることになりました。横浜を歩い
てみると、ちょこちょこ公園がありますが、いわゆる庶民が使うような公園はこのエリアに
しかありません。あとは、飛鳥田さんの時代に川だったところを埋め立てて、大通り公園と
いう直線状の広い公園がつくられました。ですから、横浜は公園をたどるとぜんぜん思想が
違うということがわかって面白いです。 
 
８．横浜市における耐火建築促進法の活用実態 
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 このあたりから本題です。1952年（昭和 27年）に促進法が制定されたのが５月 31日で、
その１カ月弱ののちに横浜市長から神奈川県知事宛に書簡が送られています。このときは
まだ図案になっていますが、もう既に防火地域の拡充が計画されていて、ほぼ倍ですが、関
東大震災のあとの不燃化を促進する場所の指定を大幅に拡張しようと、それを復興の原動
力にしようというのがこの時期から読み取れます。予定延長が 29キロです。 
 その書簡ですが、横浜市がこれだけ出すので、神奈川県も同じ額を出してくださいという
ものでした。つまり、国も出すし、地方自治体も出さないとメニューとして成立しませんの
で、横浜市は出す気満々だから神奈川県も出してくれというのがこの書簡の中身です。それ
が新聞にも報道されて、このときは 10 年ぐらいで 29 キロをつくろうということでした。
そのときは７月でしたから、初年度である昭和 27年度は３カ月ぐらい過ぎていましたので、
初年度は 400 メートルぐらいで、来年から頑張ろうという計画でした。ところが２カ月ぐ
らいたって、また横浜市長から神奈川県知事宛に書簡が届きます。この中身ですが、６月 27
日に送った計画を廃案にしたいということで、その上で、初年度の 400 メートルの計画を
1.9 キロにして、２年度目以降も 2.4 キロを 4.2 キロにということで、その分支出額も３倍
にというお願い文でした。 
 その直後に内藤亮一が建築局長に着任します。これは何も証拠はありませんが、もう着任
が見えていたので、建設省にいたときから横浜市の建築行政に対して、とにかくそういう下
準備をしておいてくれという内藤の指図があったのではないかといわれています。それが
端的にわかるのが、10 月４日に着任してわずか 10 日後に開かれた都市計画審議会で先ほ
ど「案」と出ていたものが出てきます。これが 29キロの案ですが、これも下準備していた
からだろうと思いますし、そのときに不燃化だけではなく、「美観」というキーワードも初
めて出てきます。単に不燃化を促進するだけではなく、日本の玄関口として都市の美観を向
上させるという狙いもあるという表現が見られました。 
 そして、やっとこのあたりから横浜の戦後が始まります。ただ、いわゆる横浜商人からす
ると、１回接収されているところで逃げているので、復興事業というのは自分たち自身が戻
る事業です。例えは悪いかもしれませんが、いまの福島に近いかもしれません。一度追い出
されて、戻っていいよとなったときに戻るわけです。それを後押しするような事業であるは
ずですが、なかなか進みませんでした。最初に説明しましたが、なぜ「帯」ではなく、建築
がパラパラと建ったのかということに関係しますが、なかなか接収解除をしてくれなかっ
たからです。当時、朝鮮戦争が起きていて、接収地の位置付け、日本を占領している位置付
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けが急に変わったために手放したくなかったという事情もあったようです。 
ですから、一気に返還せずにじわじわと、10 年ぐらいかけて返還されるという感じになり
ました。 
 極端な話、建物１棟ずつの返還だったり、１階と２階は返還するけれども３階と４階は接
収のままというようなものもありました。それぐらい１つずつ返還していくという感じで
したから、なかなかビジョンが描けなかったようです。この累計を見ていただいてもわかる
とおり、最初に一気に解除してくれればよかったのですが、じわじわと返してきましたので、
返されるところに場当たり的に復興計画に当てはめていくしかなく、結果的に建築が主役
にならざるを得なかったということだろうと思います。 
 なかなか進まないというのが新聞でも叩かれ始めます。ただ、横浜市の職員と建築助成公
社の職員が一生懸命に建築主をくどいてというか、戻ってくるように動きまして、ようやく
少しずつ受付が開始されました。新聞には「楽観視」と書いてありまして、申請はけっこう
多そうだという記事も出ていますが、それはあくまでも相談の案件でしたから、件数として
は実際にはもう少し少ないのですが、なんとかそういう努力のおかげで昭和 27年の暮れに
は少しずつ建築が進みそうな気配が見えてきました。 
 これは、最初に見ていただいた６月のときの構想を縦軸に造成の間口距離をとって、横軸
に年次をとったものです。最初はこういう計画だったというのが青線です。昭和 27年はゼ
ロに見えますが 404 メートルを指しています。これが９月に、ダラダラやるのではなく、
３、４年で決着をつけるぞという計画になりましたが、結局はそうはなりませんでした。横
浜市建築助成公社が 10 月に設立されますが、それが 10 年計画を持っていまして、それと
ぴたりと一致します。最初この助成計画の計画を見たときに、なんでそんな無理な計画を立
てるのだろうと思っていましたが、どうもこの９月の構想が下敷きになっていたようだと
いうことがわかりました。しかし、結局はこういうふうに翌年の５月には修正されまして、
実際の造成はこういう感じです。ですから、目標は崇高でしたが、実際の造成にはなかなか
結びつきませんでした。それは、接収の解除がなかなか思うようにはいかなかったというこ
とと関係しています。 
 接収に限らないかもしれませんが、大規模災害などが起きて保留地にされる期間が長い
と、その間に社会情勢が変わって前に想定していなかったことが途中で起きていますから、
塩漬けから解除されたときの復興はそうとう大変だということがよくわかります。 
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９．神奈川県住宅公社を加えたスキーム 
 非常に大変だということがわかってきましたから、27 年度末から神奈川県の住宅公社が
さらに加わります。つまり神奈川県住宅公社という公的な賃貸住宅を建てる供給主体が復
興に駆り出されてきます。引っ張り込んだのは内藤亮一です。とにかく公社も加わって建設
を促進するぞということです。内藤の頭の中には３階と４階に公的な賃貸住宅をたくさん
積めば、結果的にかなり大きな建築が効率的につくれるのではないかと、そういう構想があ
りました。 
 これは少しずつ建設が進んでいきます。これはかなり目立ちますので、いまでも残ってい
ると目につきますし、私がまちを歩いていて最初に気になったのも、ここで生まれたこうい
う公社の併存ビルでした。 
 最初に建てられたのが弁天通りという昔の目抜き通りに建っているこの原ビルという共
同ビルです。これは 2000年に撮ったものでファミリーマートが入っていますが、いまでも
ほぼ同じような外観で残っています。 
 公社が加わったときのスキームはだいたいこういう感じです。地権者はそれぞれ底地を
持っていて、共同建築するときにはそれぞれで敷地を統合して、４階建てを建てるのですが、
建てるためにはそれなりの自己資金や、融資をもらう場合も返さなければなりませんから、
なかなかたくさんの共同化は思うように進みません。であれば、地権者は底地を持ったまま、
自分がもともとそこでお店をやっていた当時に戻るような感じで、屋根を借りて公社の賃
貸住宅を載せさせてくれと、土地を借りれば地代を払いますので、屋根を借りるから地代相
当額というふうに言ってみてはどうかということで、公社がそれぞれのオーナーに借地料
を払うと、それである程度イニシャルコストがかかる部分を相殺できないかと、建設補助を
使って住宅金融公庫の融資も建築助成公社の融資も使い、県の公社が加わってさらに屋根
を借りている分をオーナーに払うことで、オーナーの自己負担金をゼロにするというのが
一番の目的でした。 
 非常に魅力的なメニューでしたが、ここで想像していただきたいのですが、当時は焼け野
原で、ぺんぺん草が生えていて牧場とからかわれていたぐらいでした。ですから、建物を建
てること自体に非常にリスクがありました。建物を建ててお店を開いてもお客さんが来な
いだろうということで、あまり手が挙がりませんでした。「ならば」ということで、10 年
たったら上の住宅もあげる、という感じで、そこまで譲歩して、それでなんとか建築にこぎ
着けたという感じになります。 
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 これをまとめますと、公社が加わるとこのような４つの公的な機関、あるいは公的なお金
が流れていくメニューが整備され、それを組み合わせて生まれたのが最初に建った、先ほど
見ていただいたようなビルです。 
 ここが底地権者の人たちが持っているのですが、たまたま原ビルは原さんが１人で持っ
ていますから地権者は１人ですが、これが底地権者の所有物で、この上に公社の賃貸住宅を
載せて、建物としては一体として建てます。水平で分かれているという初めての建築です。
いまは区分所有法ができていますが、当時はありませんから、底地権者の所有を縦に延ばし
て、縦割りの長屋にするしかなかったのですが、その長屋どころか、３階から上と１、２階
で持っている人が違うということを発想した人もいませんでしたし、当然実現もしていま
せんでした。しかし建ててしまったので、そうとう議論になって、これは違法ではないかと
騒がれたようですが、適法ではないけれども違法でもないらしいということで、超法規的な、
よくいえばイノベイティブな道が開かれたということです。 
 非常にリスクが大きかったので、この土地の地権者である原良三郎、この人は横浜商工会
議所の会頭も務めた人でしたが、「冒険といわなければいけないが、横浜復興の捨て石にな
れば本懐」ときざなセリフを残しています。 
 これが建ってしばらくたったころの写真です。ここに原ビルが建っています。これが弁天
通りです。その後、隣に住宅公社が本社を移してきます。先ほどの写真を見ていただくとわ
かりますが、ここに蕎麦屋が開店していますが、他はシャッターになっているのがわかりま
すでしょうか。建ってしばらくはずっとこういう感じでした。ですから、そのままではマズ
イということもあって、神奈川県の住宅公社が隣に本社を移してきます。そして、職員がお
客になったりして、そのあいだに周りも少しずつ復興してきて、なんとか軌道に乗ってきた
というところです。それでも、1957年、昭和 32年でこれだけ空き地だらけというのは横浜
ぐらいだったのではないかと思います。 
 
１０．防火建築帯の構造 
 ちなみに神奈川県住宅公社の設計のチーフに石橋逢吉（おうきち）という人がいたのです
が、その人のポリシーで、この弁天通りはそうとう高級な商店街であったから、洗濯物を干
す場所は人が住むまちには当然必要だけれども、バルコニーに布団が干されたら見栄えが
悪いのでどうしようかなということで、こっちが弁天通りで、そこから少しずらして、屋上
のここに洗濯もの干し場を設けて、通りからは見えないようにしたり、表面にはコンクリー
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トグリルを意匠的に工夫してリズムをもたせたりと、気を配るデザインを第１号だけにそ
うとう加えていました。 
 構造もなかなか凝っていて、これを説明しても面白いと思っていただけるかどうかわか
りませんが、ここには柱が３列ありますが、まん中の柱だけが巨大です。いまはこういう設
計はしません。同じ太さにしなければ力のバランスが悪いですし、載せていくときに、いま
だと地震で揺れたときは上のほうが揺れますから、ちからを流すために柱の大きさは普通
であれば揃えます。しかし、意匠的に美しくもなるし、建築資材のコストも抑えられるとい
うことで、当時はまん中に柱を持たせて両側の柱を細くしました。これは、まん中にコアを
持たせるヤジロベエ型で、それでバランスを取るというのが流行った時期がいっときある
らしいのです。そういうのが採用されていまして、かなり考え込まれてつくられた建築だと
わかります。 
 第１号ができると、住宅公社が関わる大型の防火帯もたくさんできるようになってきま
す。そのうちの１つが馬車道に建っている馬車道共同ビルです。これも昔の目抜き通りにな
ります。これは直線型ではなく、コの字型です。このビルはいま壊している最中です。２日
前の段階で１階が残っていましたので、明日行かれればまだ少し１階が残っているかもし
れません。ぼくたちもあちこちと保存をアプローチしたのですが、ちょっと無理でした。 
 コーナーを回り込んでくると、こういう「隅切り」の部分があります。車を主役にしてい
く時代になりますとアールをとりますので、隅切りの部分にファサードが出てくるという
デザイン的特徴があります。 
 当時、1950 年代は住宅分野で標準化が勢いを持っていた時代で、とにかく数をたくさん
つくらなければならないということで、公団もそうですが、２DKとかダイニングキッチン
とか、住宅の間取りを型で決めて、それを大量生産する時代でした。当然、公社もそういう
時代に乗って、上に載っている住宅は基本的には標準住居です。同じ住居を繰り返すような
パターンでしたが、底地は、土地の所有がバラバラでしたから、大きく３つぐらいに分けて、
さらに分かれていて、それがそのまま１階の部屋の取り方になっていました。でも、柱は上
下に通さなければなりませんでしたから、どうするかというのが悩ましいのですが、この馬
車道の商栄ビルについていえば、上の標準住居の柱を優先して、下におろしていたようで、
こういうところに柱が出てきています。店舗側とすると非常に邪魔で仕方がないと思いま
すが、２スパンの住居に３つのスパンのお店が入っているので、まん中のお店のまん中に柱
が置かれるというのが２箇所ぐらいあります。けっこう、建築として統合しようとすると非
16 
 
常に難しい技術的な問題が当時はあったようです。 
 これも有名な建築で、吉田町に建っている第一共同ビルです。吉田町は４棟建っています
ので、かなり面白いファサードが残っています。ここだけは防火帯建築を大事にしていこう
とほぼ意志統一されていますので、しばらく残ると思います。ここに若いレストランのオー
ナーが、わざわざイセザキモールではなく、こちらに店を出すというのがブームになりつつ
あります。そういう意味ではおしゃれな通りに変わりつつあります。 
 １階はもともととっていた方のお店が並びますが、さきほどの馬車道は２階もお店でし
たが、ここは２階が住居で内階段でつながっています。３階、４階に上るときには反対側か
ら３階に直行するような階段でつながっていて、２階から３階にはいけない構成になって
います。ですから、２階は普通に和室が並んでいるような形です。ここは見ていただくとわ
かりますように、柱の並びが均等ではなくバラバラです。図面を見ても柱の並びはバラバラ
で、先ほどの馬車道とは逆に、上の住居の部分の間取りを何とかバラバラの柱に合わせてい
ます。馬車道は建築主の人たちがあまり注文しなかったので、公社主導で図面を描いて、こ
れでいくという感じになったのだと想像しますが、吉田町のほうは商店の人たちが「こうし
たい」というのをしっかり意見として出したので、上の住居を何とか対応できる範囲で収め
て下が勝ちました。先ほどの馬車道は上が勝っていて、そういう勝ち負けが上と下で違って
いるのが面白いと思います。 
 住居はこういう感じです。ダイニングキッチンの走りで、食事室兼調理室というのが図面
上からも読み取れて、公団風にいえば２DKで、公社としても当社の標準形として想定して
いるというのがわかります。 
 この上下階の柱の調整というのを設計者がデザインで解決したというのも、長者町８丁
目のビルでは特徴的です。ここは縦にルーバーが無駄につけられています。おそらく先ほど
の吉田町のように柱がバラバラに出てくると見栄えがよくないので、何とか統一感を出そ
うと設計者が頑張ったという例ではないかと思います。これは神奈川大学の建築家の中井
先生の解釈ですが、この細いピッチのところに柱があるようです。スライドでは見にくいで
すが、少し細いピッチで入っている２つのルーバーが見えると思いますが、そのあたりに柱
が対応しているのではないかと思います。そういう工夫のように、建築家の知恵の絞りどこ
ろがかなりあったような建築かと思います。 
 長者町通りとイセザキモールの交点に伊勢佐木センタービルが建っていますが、イセザ
キモールを延ばしていただいて、長者町通りというところの南西側、長者町７の数字の下あ
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たりの角にこういうのが建っています。最初、なぜこういう変わったデザインをしているの
かと思っていました。ちなみに、ここは共同建築ではありますが住居は入っていません。建
物としては一体ですが、外装のメンテナンスのされ具合がバラバラなのがわかると思いま
す。外壁を塗り直すタイミングがずれたりすると、同じ色を塗っても変わったりしています。 
 この伊勢佐木センタービルの建っている道の向かいに、昔は「オリオン座」という有名な
映画館がありまして、こういうアールデコ調で、少し幾何学を使ったようなクラシックな形
態の建築が建っていました。戦後もしばらく建っていたので、おそらくこれに影響されたの
ではないかと思います。でも、こちらはもうなくなっているので、これだけ不思議な建築と
して残っているということで、それも昔の写真と付き合わせてみると何となく理解できて
きます。 
 
１１．横浜市における防火建築帯の造成過程 
 ちなみに横浜の中心地がどこかといったときに、いまは横浜駅ですが、横浜駅ができる前
は関内・関外（関内の外側）で、戦前は馬車道通りと弁天通りの交点ぐらいがいちばん地価
が高く、銀行も建っていて中心地でしたが、イセザキモールなどが栄えてくるようになると、
戦後はこのあたりがいちばん地価が高かったといわれています。あまり期間は長くありま
せんが、戦後の１丁目１番地がこのあたりです。その後、横浜駅がいまの桜木町駅から横浜
駅に移って駅として開業して、いまは一気にそっちにもっていかれていますが、それまでは
ここがいちばんの目抜き通りでいちばん栄えていた場所です。 
 こういう防火帯のでき方として、自己資金が足りなかったりすると、いきなり全部完成形
にできない場合もありました。例えば山田ビルは最初は３階建てで建てて、そのあと２回融
資を受けて４階建てに拡張したのですが、そういったビルが何棟かあります。ですから、お
金が貯まった段階でもう１度融資を受けて、増築するというケースもありました。それを最
初から考えていたので、ここに角が出ているのがわかりますでしょうか。こうしておくと、
あとで増築するときに鉄筋等を再利用してそこにつなげていけますから、まちを歩いてい
て古いビルでこういうのが残っていたら、「増築しようとしていたけれども、できなかった
んだな」というのが正解だと思います。 
 昭和 32 年の防火帯の造成指定図です。それがこのオレンジの部分で、昭和 33 年がマッ
クスで 35キロぐらいまでなりました。このときに１街区だいたい平均で 100メートルから
100 数十メートルぐらいで、町家街区が 120 メートル四方ですから、ヒューマンスケール
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の街区だと思います。 
 こういう街区型の復興計画に不燃建築の造成をあてていったというのは横浜だけだろう
と思います。ほかにも路線型ではなく面的な街区を構成するような防火地域の指定は大都
市に見られますが、これはすべて同じスケールで並べていますが、大阪も名古屋も東京も何
となく網目のようにやっているように見えますが、１つひとつの網目が長くて大きく、それ
に比べて横浜はこの範囲にあれだけの密度ですから、考え方がそもそも違ったということ
がわかると思います。 
 最も造成されたときの分布がこういう感じです。これもそうとう大変でした。ぼく１人で
はとてもできなくて、JIA の建築家のグループと一緒に１年がかりで調べたて明らかにし
たものになります。この赤いのが戦後に建った建物で、緑が戦前の近代建築と呼ばれている
ようなものです。なくなったものもたくさんありますが、このような建ち方が横浜の防火建
築帯および、横浜では「防火帯建築」というふうに呼ぶことも多いのですが、その実態とな
ります。 
 このうち公社が加わった規模の大きなものがこの丸で示したもので、56 棟あります。公
社単独で建てたものもありますから、先ほど言いましたが、複数の所有者が区分所有のよう
な形でというのに絞ると 52 棟になります。いま残っているものは半分以下だと思います。
棟数だけでいくと全部で500棟ぐらいですので、そのうちの１割が公社の加わった建築で、
住宅の戸数でいけば公社の分がそうとうボリュームが大きく、４割ぐらいが公社の参加に
よってつくり出された住宅だということがわかりました。最初 29キロとか、35キロとか、
結果としてどれぐらい造成されたのかを調べると、だいたい９キロぐらいですから、達成率
としてはそれほど高くなく、かつ帯になっているところはほとんどないので、横浜では長ら
く忘れ去られた歴史になっていたというのが現状です。 
 
１２．住宅金融公庫の融資条件と構造への影響 
 住宅金融公庫の融資ですが、民間が建てるときに 15坪よりも大きい床を１つの住宅につ
くろうとした場合には融資しないという方針でした。住宅金融公庫は、一般庶民が家を持て
るための機関ですから、大きな建築は自分のお金で建ててくださいということでしたから、
上限を設けていました。それが 15坪でした。 
当時、こういう共同住宅自体がメジャーでなかったので、全部の床面積を戸数で割ったと
きの数字ですから、共同住宅は廊下の面積などが無駄になってそれがハンディになります。
19 
 
ですから、13坪となっていますが、それを外すと、集合住宅でやろうとすると 13坪ぐらい
しか稼げないですから、もっと何とか広い家を復興するのであれば街中につくっていきた
いという思いもあったのですが、それができませんでしたから、設計者としては「はかなき
レジスタンス」として壁が抜けるようにしています。構造壁にはしていなくて、コンクリー
トブロックで簡単に抜けるようにしてあります。いま、吉田町ビルなどではこれを抜いて、
床面積を倍にして、住宅というよりも、事務所として使うという途が選択できるようになっ
ています。当初の設計者の工夫は無駄ではなく、そこまできちんと考えてくれていたという
のはスゴイなと、建築側からはそのように思っています。 
 そのままですとハンディきわまりないですから、集合住宅であれば 13坪ぐらいの制限を、
せめて個別で建てるときの 15坪ぐらいまで引き上げてくれなければフェアではないと陳情
書を昭和 30年ごろ出しています。結果的にこれは認められていきますが、最初は非常に苦
労したということです。 
 柱は何とか通すとしても、配管については、例えば上がトイレ・トイレで、下がお店であ
れば、配管はどこかで逃がしていかなければなりませんが、その場所がどうしても３階と２
階の間に必要になってきます。これは吉田町ビルですが、けっこう無駄な空間があります。
２階は将来もしかしたら住宅ではなく、事務所やお店を拡張したときにお店を座敷みたい
にする人もいるかもしれませんし、そういう人たちは天井が低ければ剥がして、多少見栄え
はよくないかもしれませんが、天井が高くなるというふうにとらえれば、案外こういう懐を
深くしておいて、そこを配管を取り回すスペースに当てて、家として住んでいるときは天井
を張っておけば目立たないわけですから、逆手に取ればうまく使えるかもしれないという
のがここの下に書いてあることです。先ほどの「壁を抜く」というのと合わせて、２階を事
務所などにしているところは、天井を剥がして階高を拡張しています。 
 昔の建築ですから３階に天井裏はありません。ここから直接灯りで、電線なども全部仕込
んであって直付けです。天井高は住宅ですから 2.2メートルぐらいだとすると、お店として
使う分にはあまりにも低すぎます。住宅として使う分には 2.2メートルぐらいで、お店や事
業所として使うときには 40センチぐらい上げられるようにというのは、きわめて賢い工夫
だと思います。そういうのもいま、使われています。これは屋上です。 
 
１３．具体的事例 
 ここから事例のご紹介になります。戦災および接収というのは、横浜市側からすると返還
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されるという形ですが、横浜商人の側からすると帰還です。ずっとほかの場所で仮営業をし
ていて、５年、６年待って、人によっては 10年以上待って、やっと戻れるという事業です。
例えば長者町４丁目の商業者の組合は、「早く返還してくれ」という陳情書を議員を通じて
出したり、早く解除して、自分たちの土地に戻って横浜の、長者町のまちの発展に貢献した
いという陳情書を出していたというのが記録に残っています。 
 この４丁目は防火帯がいくつか建っているエリアですが、例えばこの長者ビルに戻って
きた理髪店は、ずっとここで理髪店を営業されていたのですが、戦争状態のときに建物疎開
が起きたのでこのへんは強制的にクリアランスされてしまったために疎開されたので、こ
の土地を離れていた期間はほかの人たちよりも長く、終戦後はヨコハマクラブという米軍
の将校たちのクラブハウスという、バーやビリヤード場の入っている福利厚生施設に日本
人が多く雇われていて、その１つの理髪部に住み込みで働いて給料をもらっていましたが、
やっと自分の土地が返還されるので、接収解除された後にこの共同ビルの話がきて、建築主
として参加し、いまに至るという事例です。 
 この方は昭和 30年ごろに戻ってきて、共同建築ですから所有しているのは自分の持って
いた土地です。ここも１、２階は店舗付き住宅としてつくられていて、３階、４階に公社の
住宅が載っていたような共同ビルです。入居したときは、この店舗付き住宅に自分が住み、
もう１つ上の部屋を借りていました。公的賃貸ですから一般に公募しますが、たしか半分ぐ
らいは優先入居で、この土地の所有者および関係者に優先的に入居する枠を設けていたの
で、それを使ったということです。その後、子どもが増えたり、お店も広がったりしますの
で、301は従業員の部屋にしようということで、また違うところに自分で家賃を払って「離
れ」として借りたり、さらに４階を借りて、１回隣の部屋に借り換えました。これは壁を抜
いたのではなく、ベランダのバルコニーの「火事が起きたら蹴破ってください」というとこ
ろを外して、ベランダづたいで一体として使ったりしました。そのうちに２階を住居として
使うのをやめて事務所にして、住居は３階から上だけにした時期を経て、いまは違うところ
に家を動かして、持っていた縦の４戸はお店および事務所、倉庫として使っています。です
から、商人にとってみると、けっこう使い勝手がよかったのではないかと思います。 
 吉田町ビルの事例です。もうお店は閉めてしまいましたが、「染匠」さんという染め物の
お店が入っていました。この方も戦前から、昭和９年ごろからここでずっと営業していて、
接収されていたときには、たまたまこの道の向かいが接収されていなかったので、商店街ご
と仮営業で動き、接収解除されたときに戻ってきました。先ほど「上が勝つか、下が勝つか」
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でいうと、ここは下が勝っていたところです。つまり、下の土地の所有割りを何とか上の住
戸を並べるのに妥協してもらったというところです。道を挟んだ向かいで仮営業していま
したので、商店街の人たちの結束がそのままずっと残っていましたから、それがそのまま建
物の共同建築の設計を考えるときの共通した要望として公社のほうに届いたのではないか
と考えています。そのように恵まれた立地で仮住まい、仮営業から戻ってきました。 
 これは染匠さんが持っていたところで、これも２階が住居でした。そのあと、斜め上の住
宅を借りています。４階に上がるのがしんどいので、３階と３階で、こちらの人は住居にこ
だわりがなかったみたいなので、では４階横並びに交換しないか、という感じで交換したと
いう話を聞きました。そのあと、この３階部分の２部屋とこれを縦につなぎました。ここは
見せていただいたのですが、ここはもともと内階段で、ここも押入を開けると階段みたいな
感じでつながっています。「やっちゃいけないんだけどね」とおっしゃっていました（笑）。
そして空いている１つは友だちに貸していました。いまはお店自体を閉じてしまっていま
すが、調査時点がずいぶん前で、そのときにはこういう住まわれ方をされていました。 
商栄ビルに「江戸徳」さんという鰻料理の美味しいお店があるのですが、これも終戦後し
ばらくは磯子のほうに動いていて、解除されるということで戻ってきて共同ビルを建てま
した。これもなかなか面白いのですが、これは２階が住居ではなく、１、２階は全部店舗と
してつくられていまして、２スパン分がこの方の所有なんですが、２スパンも当時は要らな
かったので、１つは全部テナントとして貸し出して、そして３階部分に優先入居を１つ使っ
て家族で住んでいたのですが、家族がどんどん増えてきたので部屋を借りて、子ども部屋に
していたとおっしゃっていました。その後、横につないで、斜めにつないでいって、上下合
わせて全部で４戸のかなり大胆なリフォームをされていました。原型がわからないぐらい
でした。お店のほうは引き続き変わらずという住まい方でした。 
 
１４．共同ビルの居住者調査 
 実は昭和 33年にこの手の大きな共同ビルの商業者と上に住んでいる居住者に国大が調査
をしておりまして、そのレポートを見つけました。そして、同じような基準で 2004年に聞
いて、比較したものがこちらになります。昭和 33年時点で「永住したくない」という人が
７割、つまり子どもを育てる環境としてはあまりよくなく、やはりうるさいですし、狭いで
すしということで、「できれば住みたくない」という人が多かったです。店舗の営業者につ
いては、約８割が「店舗兼住宅として使っている」でした。表にはしていませんが、業種と
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してはやはり近隣性の商店は入りにくかったようです。奥行き 11メートルとほぼ固定でし
たから、ちょっとした小売業は入りにくかったようで、当初つくったときには、八百屋や魚
屋が並んでまちになっていくといいなというビジョンを持っていたのですが、空間が固定
されているということと、そうはいっても繁華街ですから、どうしても近隣性の商店が入り
にくいということが、既にこのときに指摘されていました。居住性もあまりよくないので、
あまり見るところはないねという言われ方をしていました。 
 ただ、2004 年の調査では、住んでいる人が高齢化したということもあったのと、最近で
はお年寄りの方でも街中に住み替える方もいますので、５割以上の人が「ここに住み続けた
い」という意見を持っていました。とある独り暮らしのおばあちゃんに聞いてみると、「け
っこう便利で、帰ってきてもそれなりにまちに誰かがいて寂しくない。ちょっと歩けば駅が
あるし、階段の上り下りができる限りはここに住むほうが気楽でいい」とでおっしゃってい
て、そういった方のほうがいまは増えてきている感じがします。2004 年の調査時点でも、
それなりに店舗兼住宅として使っていらっしゃる人がいるというのが発見でした。 
 また、所有されているお店の方のほうが、賃貸の方よりも建物をいじっているというのが
わかりました。横線が引いてあって、下が１、２階部分、上が３階以上というイメージです
が、いくつのユニットを空間として持っていて、そのうちのいくつを使っているかというこ
とを、商業用途と居住用途でダイアグラムっぽくして見てみました。このＥ料理店（江戸徳）
のようにずっと商業は固定で、子どもが増えると部屋が増えたけれども、いまは減ってとい
う人もいれば、最初は２スパン分で１スパンは貸していたけれど、お店を拡張するにつれて
お店のユニットがどんどん増えていく人もいます。こういう商業と居住の変化を許容でき
るような提案が建築でできるといいなと思ったので作ってみました。 
 最初は子どもが増えるなどして居住が増えて、今度は子どもが自立するぐらいのときに
は商売のほうがだんだんとあぶらが乗ってきて、お店がどんどん大きくなっていくという
感じではないかと考え、こういう共同ビルではないですが、大学の近くの商店街のお店の人
に聞いて回ったところ、あながちそれも外れてなさそうだということもわかりました。お店
よりも子ども部屋など家族の都合で部屋を広げたり部屋数を増やしたりというのが先に増
えて、この黄色が商業ですが、そのあとにお店を拡張するというように、少しタイムラグが
ありそうで、それをうまく建築の側からとらえられると面白いと思って作ってみたもので
す。 
 こういう共同ビルは、戻ってきた方もいらっしゃいますが、新しく共同ビルのテナントと
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して入ってきた方も当然たくさんいらっしゃいます。この戦災復興の局面だけではなく、震
災復興などを見ても、元いた人に戻ってきてもらうだけではなく、新しくそこでお店を開き
たいと思っている人にとっても魅力的でなければ意味がないと思うので、そういう人につ
いても少し調べてみました。例えばこの長者町に建っている共同ビルに質屋が入っていま
して、いまはこのビルも建て替えられてしまいましたが、昭和 30年ぐらいにこのビルが建
ってしばらくしてからここに入居されています。その後、店舗も住宅も買い取って自分の自
社ビルにしていったというケースです。お父さんの考えとしては、これからの質屋は街中に
出ていかなければいけないというポリシーがあったようで、そういうときにこういうオシ
ャレな、ハイカラなビルというのは非常に魅力的に見えたということだと思います。ここに
「質 カドヤ」という名前が残っていますが、いまは社名変更して「ロデオドライブ」とい
う名前になっています。いま、「ブランド物の質屋」として成長している、全国的にも有名
な企業です。その企業の出発点になったところです。 
 これは、つい数日前に調べたものなのでスライドは貼り付けただけですが、そういう規模
の大きいものだけではなく、規模の小さなもののオーナーがどうなったかをいま横浜市と
一緒に調べていまして、例えば関内に建っていた「梅光亭」という洋食屋ですが、これは昭
和 29年に助成公社から融資を受けて、自分で建てています。もともとの家は木造の２階建
てで、それは焼けてしまったのですが、そのあと、接収が解除されて横浜市や助成公社の人
に「ぜひ、戻ってきてくれ」と口説かれて戻ってきて、それで建てました。 
 最初は２階建ての戻そうかと思って計算したところ、促進法の都合上３階以上でなけれ
ばならなかったそうで、当初 400 万の融資のつもりが 600 万の融資を組んだので、けっこ
う返すのが大変だったとおっしゃっていました。そして、こういう３階建てのプロポーショ
ンになりました。その後、上を増築して４階建てになっています。中はほとんど変わってい
ません。ただ、お店は５年前に閉められたので洋食屋としてはもうありませんが、横浜市も
これは非常に面白い建築なので、残せる方法を探りたいということのようです。 
 珍しいエピソードがありまして、これは横浜公園の斜め前に建っているのですが、矢沢永
吉がまだ売れないころ、横浜公園でじゃかじゃかやっていて、「うるさい！」と周りに言わ
れてウロウロしていたところ、この梅光亭のオーナーが、「うちの２階で練習しなさい」と
言って、この２階をスタジオとしてしばらく貸していたという話があります。永ちゃんファ
ンの人にとっては、知る人ぞ知る場所のようです。 
 これが戦前の木造２階建てのころの写真で、それが空襲で焼けてしまったので、いまのオ
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ーナーのお母さんが建築主として戦後に建てたのですが、その方が2003年に亡くなられて、
相続されて、その後すぐに閉店されました。店自体は閉じてしまったのですが、建物は、い
ま全体を自宅として使っていらっしゃいます。ご主人と奥さまはこの４階に住んでいて、息
子さんと娘さんが３階に住んでいらっしゃるようですが、離れることができないそうです。
耐震診断を受けたところ、建て増しした４階がアウトだったらしく、４階を削れば荷重が減
るため耐震性が上がるので建て替えなくても建物自体はそのまま使えるそうなんですが、
そうすると娘や息子と離れなければならないですからそれは現実的ではないということで、
耐震診断は受けたもののその結果は受け入れられないということでした。 
 いま、こういう建築を横浜の中でどうやって大事にしていこうかと考えたときに、建築の
利活用だけの問題だけではなさそうで、場合によっては福祉的な支援や、同居は無理でも、
空いている建物はたくさんありますから、近くの同じようなビルの空室に近居みたいな住
み方と組み合わせて、住み続けをサポートするなど工夫が必要だという議論を始めている
ところです。 
 それから、当然ですが戻らなかった人もいます。この人は関内で洋食屋を出していたけれ
ども、接収中にホットドッグやコーヒーを米軍相手に移動販売で売って食いつなぎながら、
いまは野毛のあたりに出店してそこで落ち着いています。 
 関係者を整理しますと、内藤亮一が出てきて、神奈川県の公社があって、超法規的なアク
ロバチックなことをやりました。普通に考えるとなぜそんな面倒臭いことをやったんだろ
うと思うのですが、この内藤亮一がとにかくつくれと言うわけです。しかし、どうしてつく
ればいいのかわからないし、いまの法律に照らし合わせてみてもそんなことはどこにも書
いていないしと一度突っぱねるのですが、「それを考えるのが仕事だろう」という感じで押
し問答の末にあのような超法規的な工夫を考え出したようです。そのときの総務系のチー
フが畔柳さんという方で窓口でした。設計部のチーフが石橋さんで、この人が建設省にいた
ときの同僚だったらしく、知った人がいたので強気でそういうアプローチができていたの
ではないかといわれています。また、この石橋さんは、西山夘三という庶民の住宅問題を取
り上げていた人で、研究者としても住宅営団の技士としても非常に有名な方ですが、その人
と大学で同期だったり、また、住宅営団のトップには宮澤小五郎という叩き上げの方がいた
のですが、その人と畔柳さんはその少し前まで住宅営団で働いていて、そのときの上司と部
下の関係であったりと、公社として難しい宿題を与えられたのだけれども、復興というか、
庶民の手の届くところに住宅をたくさん供給していくという当時の社会的な使命感が背景
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にはあったのではないかと思います。 
 原ビルを建てたときの、原良三郎というその当時のオーナーがいたのですが、その人は途
中から出てきた震災復興の横浜商人のリーダーだった原富太郎の息子であったり、ある意
味そういうことがあったので口説いたのですが、そういう戦前・戦後の世代継承のような話
も見逃せない事実ではないかと思っています。 
 
１５．防火建築帯造成による復興 
 モデルケースができると順調に復興は進んでいきます。昭和 32年から住宅金融公庫の制
度がある程度整理され、使いやすくなっていくと復興も加速していきますが、昭和 30年は
補助金が大幅に減額された影響を受け、建築実数が大幅に減っているということがわかり
ます。 
 どこに建っているのかというのと突き合わせてみたのが、この青と赤の折れ線グラフに
なります。関東大震災の後に既に防火地域に指定されていたところに、戦後、もう一回指定
し直したところに建っているのが青です。内藤亮一が来て、都市計画審議会の追加指定を受
けて、あらたに防火地域に指定されたところに建てたのが赤です。やはり最初は、戦後の防
火建築帯以前に、不燃建築を建てなければといわれていたところに建ち始めたというのが
わかりました。それが昭和 32年ぐらいに逆転しています。このあたりから本格復興に入っ
たと判断してもいいのではないかと思います。たまたま同じ昭和 32年の４月には建築局に
「復興助成課」というのが設置され、相談窓口が専門の課として独立して職員も貼り付ける
ようになります。それとタイミング的にはぴったりしています。こういうことからも、戦前
に考えてきたこと、戦前に既に取り組んできたことが戦後の出だしに非常に有効に働いて
いたということがわかります。ですから、戦後から始まったのではなく、土地は更地になっ
ていますが、戦前からの意図と経緯をうまく読み解くと復興はうまく進むんだなというこ
とがよくわかります。 
 共同化率を見ても、ふた山ある感じです。 
 東京も不燃建築をたくさん建てていますが、東京は会社が単独で建てるケースがけっこ
う多く、ここは昭和 27年、28年という本当に初期の助成実績だけ見ていますが、例えば昭
和 27年では横浜では個人が半分以上です。ですから、単独ももちろんあったと思いますが、
市の職員の説得もありつつ、民間人がお互いに共同化をして数を下支えしていたというこ
とだと思います。28 年に個人は落ち着きますが、それでもやはり会社ではなく、組合・団
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体です。しかし、東京は防火建築を建てるときの主役はやはり会社で、そこは横浜とは違う
ということがわかります。建築の主体として個人だったり、商業者の組合や団体がたくさん
いるというのが横浜の特長だと思います。 
 そういうことがわかるのが、震災復興で建ったイセビルです。上保一族が戦後の復興で第
二イセビル、第三イセビルをどんどん建てていったのですが、こういうことからも民間人が
復興の主役であったことがよくわかります。イセビルとは名前が付いていませんが、建築の
共同主として上保姓がけっこう出てきます。あまり目立ちませんが、こういう１人ひとりの
取組の集積が横浜の都市の景観を特徴付けているのではないかと思っています。 
 少しずつ建って、いきなりガーンと帯ではないということを表しています。昭和 36年ぐ
らい、戦後に指定されたエリアでも建築が進み始めて、面的に広がっているように見えます。 
 内藤亮一はその直後に工事の事故の責任を取って退職することになります。東京オリン
ピックの直前で、この文化体育館というのはオリンピックの会場にもあてられたところで
すが、横浜市としても開港百周年事業としても取り組んでいた肝いりの事業でした。人的な
被害はなかったのですが、屋根が落ちる事故の責任を取って辞任しました。そこで、いきな
り主役がいなくなってしまいます。建設省から来て復興を推進しましたので、当時、将来の
助役候補と言われていましたが、こういう事故で責任を取って辞任をして表舞台からは消
えていきました。その２年後に飛鳥田さんが市長になります。 
 いま、全国の都道府県に必ず１つずつ住宅供給公社がつくられていますが、それは昭和 46
年からです。それまでは横浜や神奈川などの都市部など住宅問題が叫ばれていたところで
は、住宅供給団体として自前でつくっていました。それを政府が住宅供給公社法で枠をはめ
て、各都道府県に１つずつつくって、それを持ち家政策の柱にしていきます。つまり賃貸で
はなくなります。それに畔柳さんは反発を抱き、建設省に抗議をしつつ辞職願を自ら出して
辞めていかれました。 
 
１６．現在の防火建築帯の活用状況 
 いまはこういうふうになっています。建て替わっているところはこういう大きなマンシ
ョンが建っていたり、こういう時間貸しの駐車場になっていたり、残っているところでも、
こういう中の部分が駐車場になっていたり、防火帯なのでつながることが前提なので、こう
いう壁面が残っています。ここは途中で止まっています。そういうのは「夢の跡」として残
っています。 
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 ただ、時代が一巡して、2006年、2007年ぐらいから、やめたお店に新しいオーナーが入
るということが吉田町ビルから始まり、こういう古い建物に魅力を感じて、若いレストラン
のオーナーやバーテンダーによるお店が並び始めました。これは面白そうだということで、
このまん中にいるのが佐久間さんという方で、普段は建築の設備関係の仕事をしているの
ですが、町内会の役員をされているこの町の若きリーダーです。その彼が一緒にやろうとい
うことで、いまは通りをときどき閉鎖して「まちじゅうビアガーデン」や、こういう長いフ
ァサードを生かして、ファサードの前にイスやテーブルを並べてバーにしたり、ビアガーデ
ンにしたり、ジャスアーティストを呼んできて演奏会を開いたりということを始めていま
す。 
 横浜市は市を挙げて「クリエイティブシティ」をスローガンにして、創造産業をまちなか
に呼び込んでいこうということを始めています。建築家、音楽家、画家などいわゆる「クリ
エーター」と呼ばれるような人たちをできるだけまちなかに誘致しようという政策をもっ
ていて、その具体的な場所を生み出すツールとして外郭団体よる不動産の助成事業を行っ
ています。アーティストが事務所を構えるといったときに１千万まで助成しましょうとい
うのがこういう防火建築帯の建物にうまくかみ合い始めているというのがここ数年の出来
事です。最近リノベーションが流行っていますから、そういう流れの中で見ることもできる
と思いますし、「シェアオフィス」など思い付くメニューは全部入っています。 
 これは 10 月に横浜市が記者発表したものです。このような建物を「ハマの防火帯建築」
という名前を付けて、芸術不動産として民間主導で活用していくような取組をやっていこ
うということで、右上にありますが、大学とも共同研究をしていくということで取り組んで
いるところです。例えば既に物件として実験的にリニューアルして、入居促進をはかってい
るような取組で、第 1 号の原ビルがいまはこういうふうに室はきれいになっています。す
ごくおしゃれだと思いますが、この柱が太いなと気付いてくれるといいなと思います。この
両側の柱が太いなとか、梁がまん中だけ何でこんななんだろうとか、そういうふうに思って
くれる人が増えてくれると嬉しいと思います。いずれにしても、少しずつ動き始めていると
いうのは事実です。 
 ただ、建築単体ではなく、こういうふうにたくさん数が並んでいると、こういう路地っぽ
い「かいわい」を作り出しているようなスポットもたくさんありまして、こういうまち全体、
あるいは通りそのものの「かいわい性」をどうやって見出していくかというのは今後の課題
だと思います。 
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 しゃべり過ぎて申し訳ありませんでした。以上です。 
 
（渡辺） ありがとうございます。あと 10分ぐらいですが、石原先生と、今回、この研究
会を開催するときに、横浜はなぜああいうふうにバラバラと、広い範囲で防火帯建築を、そ
のあとの 60 年代、70 年代にもつくり続けたのはどうしてなのかという話をしていたので
すが、関東大震災と空襲と接収という特殊事情があって、関内牧場というかたちで空地がで
きて、そこがなかなか解除されなかったという事情はわかりました。その再利用が始まって
いるという話も面白いと思いました。躯体はそのまま使えるのでしょうか。 
 
（藤岡） いえ、耐震診断するとたぶんアウトの建物ばかりだと思います。そこは、難しい
課題で、最新の建築基準法の基準、つまり阪神大震災に耐えられるという基準で見ると、当
然アウトだと思います。ですから、何とか最小限の手を打つことで、完璧でなくても、人の
命にまでは影響を及ぼさないぐらいの補修で済むような方法が、こういうある意味歴史的
な建築に対しては工夫できればいいなとは思っています。ただ、それは非常に難しい話だと
思います。 
 もう１つわかりやすいこととして、建物を長く使い続けようとしたときに空室の問題が
あります。いま、雨漏りがしているので貸していないとか、そもそも１階のお店で利益が出
ているので別に貸さなくてもいいから貸していないとか、そもそも階段でしか上がれない
から貸さないとか、そういうことでずっと使っていないところが結構あります。建物は使い
続けていなければすぐに傷んでしまいますので、長持ちをさせようとするからには、儲かる
儲からない以前に、何らかの形で使われているという状態をどうやって実現するのかとい
うほうが重要です。ですから、そちらのほうの手当てを先に考えて、その延長で、これだけ
使われるんだから耐震をどうしようかということを考えるような、そういう動きにもって
いければいいなと思っています。しかし、現状は空いている物件がたくさん残っている段階
にいますので、最後のほうでお話ししたのも、横浜市がオーナーをいきなり口説く形で、何
とか実験的にやり始めているという状況です。  
 マーケットに出ていれば、どれぐらい空室があるのかがわかりますが、マーケットに出て
いない空室がたくさんありそうなので、その全体というか、現状がわかっていないので、そ
れがどうしたらいいかということが見出せない理由になっているのではないかと思います。 
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（角谷） 桃山学院大学の角谷と申します。吉田ビル、吉田第一共同ビルでしょうか、そこ
も４棟を残していくかたちになっていますが、地区ごとに、所有者ごとにそういった残すか
どうかという場所を決めたエリアというのは、非常に少ないのでしょうか。 
 
（藤岡） 残すと決めたエリアはありません。ここは、最後のほうにお話ししましたが、バ
ーテンダーなどがたくさん入ってきて、商店街の活性化イベントとこの建築とを関連付け
てやって、それが横浜市の「人・まち・デザイン賞」を取ったんです。その賞を取ったタイ
トルが「防火帯建築を活用したまちづくり」ということで、それで申請されて、賞を取った
ので、ここはそうやって自分たちのテーマとして取り組んでいて賞ももらっているので、い
きなり建て替えるということはまずないだろうという意味でそういう説明をさせていただ
きました。 
 
（角谷） 例えば地権者が替わって、例えば不動産会社がそれを一気に建て替えるという可
能性はあるということでしょうか。 
 
（藤岡） それは日常的に起きています。先ほどの第三イセビルは、数年前に上保さんの手
を離れたらしく、東京かどこかのデベロッパーだと思いますが、そういうときは数か月見な
いとなくなっているということはよくあります。 
 横浜市の関係部局としては建築局、都市整備局、文化観光局というのがありまして、一応、
正面として考えると建築局ですが、あまりに正面すぎてどうしていいかわからないし、都市
整備局もなかなか手が出ないわけです。ですから、いま、何とか文化観光局が、いわゆるク
リエーターとかアーティストとかの居場所をまちに増やしていこうねという施策で、文化
観光局といいながらも不動産事業もやっているので、珍しいと思いますが、何とかそこでこ
じ開けようとしているというのが実状です。 
 先ほどの梅光亭のように、自分が高齢化して子どもから離れたくないというようなこと
を考えますと、健康福祉局という福祉の部局も入ってこないと手が打てないのかもしれま
せん。 
 
（長坂） 中小機構で震災復興の仕事をしております。横浜市立大学で、いま鈴木先生のと
ころの生徒なんですが、先ほど戦前からの指定の話があったのでうまく建物の建築が進ん
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だというのは、阪神・淡路の復興支援も見たのですが、阪神・淡路は震災前から都市計画が
あって、その都市計画をそのままやっていまあまりうまくいっていません。時代の差を感じ
ています。阪神・淡路も高度成長期に震災が起きていれば、あれは成功になったのかなと、
そういう感想を持ちました。 
 
（藤岡） この事例からですが、戦前に書いていた絵を、そのまま戦災や震災のあとに教科
書的に利用していくというわけではありません。混乱のなかで計画も数か月ごとに変わっ
ています。だけれどもまちに戻ってきてもらおうとしたときに、焦土にはなっているけれど
も、そこには見えない所有は残っている。そういう点からすると被災・戦災前の計画を下敷
きにするということは有効だと思います。ただし、それ（被災前の計画）を機械的に流用す
るとなると、おそらく時代が変わっているので（同じやり方だと）失敗しそうな気がします。
少なくとも、更地になっているからといって、ゼロベースで豪快な絵を描くというのは、逆
の意味で失敗するのではないかと思います。そういうつもりでお話をしてみたところです。 
 
（長坂） 吉田ビルは、先生がおっしゃったように、商業中心でやられているので、結果的
に商業としてはいい形になっていますが、阪神・淡路はそうはなっていなくて、都市計画を
ドーンと作っていきました。所有者が考える時間が与えられるのであれば……。 
 
（渡辺） ありがとうございました。ここでいったん終わりにします。 
 
【了】 
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